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取取取りりり付付付けけけ
付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

1 必要なパーツはありません。 – マシンの準備を行う。

2 必要なパーツはありません。 – 油圧ラインを取り外します。

プラグ 1
バルブ 2
コイル12V 23
コイルナット 2

フローデバイダマニホルドアセンブリに
コイルを取り付けます4WD スイッチ取り
付けの場合のみ。

フローデバイダマニホルド 1
高圧側ホース 1
マニホルドのチューブ 1
走行モータチューブ 1
デバイダチューブ 1
タンクホース 1
ボルト 2

4

フランジナット 2

油圧機器を取り付ける

ヒューズ10 A 15 ヒューズ用ステッカー 1
ヒューズを取り付ける4WD スイッチを取
り付ける場合のみ。

トグルスイッチ 1
ワイヤハーネス 16
4WD 動作説明デカル 1

スイッチを取り付けます。

ワイヤハーネス 1
リレー 17
タップねじ 1

ワイヤハーネスを機体に接続します4WD
スイッチを取り付ける場合のみ。

8 必要なパーツはありません。 – 取り付けを完了します。

重重重要要要 こここのののキキキッッットトトははは以以以下下下のののグググララランンンドドドマママスススタタターーー以以以外外外にににははは使使使用用用ででできききままませせせんんんモモモデデデルルル 30881, 30882, 30873, 30873TE,
30874, おおおよよよびびび 30874TE のののシシシリリリアアアルルル番番番号号号 40000000 以以以上上上ののの製製製品品品。。。

注注注 このキットを取り付けるためには、機体の下に入って作業を行う必要があります。

2
 



1
マママシシシンンンののの準準準備備備ををを行行行ううう

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
注注注機体の底部にアクセスする場合にはホイストなどを
使用することをお奨めします。

重重重要要要 油油油圧圧圧ホホホーーーススス、、、チチチュュューーーブブブ、、、機機機器器器なななどどどののの開開開口口口部部部ににに
ははは、、、内内内部部部ににに異異異物物物ををを入入入れれれななないいいよよようううににに必必必ずずずキキキャャャッッップププやややプププラララ
グググなななどどどをををつつつけけけててて保保保護護護しししてててくくくだだださささいいい。。。

1. 平らな場所に停車し、駐車ブレーキを掛け、走行
ベダルがニュートラル位置にあることを確認する。

2. PTOボタンがOFF位置にあることを確認する。

3. エンジンを止め、キーを抜き取り、機体が冷え
るまで待つ。

注注注意意意
始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででももも
いいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、
危危危険険険ででであああるるる。。。

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止
ししし、、、キキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくくこここととと。。。

4. 油圧ポンプについているバイパスバルブを操作
して油圧系統の圧力を解放する。 オペレーター
ズマニュアルの、緊急時にマシンを手押しなどで
移動する場合の方法を参照。

5. 4WD スイッチを取り付けない場合には、ステッ
プ 2 油圧ラインを取り外す (ページ 4)へ飛ぶ。
4WD スイッチを取り付ける場合には、このまま作
業を続ける。

6. 左側ツールボックスを開け、バッテリー端子から
マイナスケーブルを取り外すそれぞれのオペレー
ターズマニュアルを参照。

警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続手手手順順順ががが不不不適適適切切切ででであああ
るるるとととケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生
すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここししし
人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり外外外すすす時時時ははは、、、必必必ずずずマママイイイナナナススス
黒黒黒ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり外外外すすす。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる時時時ははは、、、必必必ずずずプププラララススス
赤赤赤ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり付付付けけけ、、、そそそれれれかかからららマママイイイ
ナナナススス黒黒黒ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる。。。

7. バッテリー端子からプラスケーブルを取り外すそれ
ぞれの車両のオペレーターズマニュアルを参照。

8. 図 1のように右側コンソールカバーを取り外す。

g204998

図図図 1

1. 右側ツールボックスカバー 2. 右側コンソールカバー
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2
油油油圧圧圧ララライイインンンををを取取取りりり外外外すすす

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

高高高圧圧圧側側側ホホホーーースススををを取取取りりり外外外すすす
1. 高圧側ホースの前側端部に合わせてオイル回収
容器を置く図 2。

g021275

図図図 2
底面図の図

1. 走行モータ 7. クロスチューブ走行用後部
マニホルド

2. T字フィッティング 8. 油圧ポンプ
3. デバイダチューブ 9. 後走行チューブ
4. 高圧側ホース 10. クランプ

5. 油圧フィルタのチューブ 11. チューブブラケット

6. 走行用後部マニホルド 12. 前進

2. 高圧側ホースの前側端部をデバイダチューブから
外し、ホースとチューブから抜けてくる油圧オイル
を容器に回収する図 3。

g021282

図図図 3
側面図の図

1. ボルト 6. チューブブラケット

2. シャーシブラケット 7. 高圧側ホース
3. デバイダチューブ 8. 上
4. ナット 9. 前進
5. クランプ

3. 高圧側ホースの後側端部を油圧ポンプのフィッ
ティングから外し、高圧側ホースを取り外す図
2 と 図 3を参照。

4. ポンプとデバイダチューブに仮キャップを取り付
ける。

注注注外した高圧側ホースは廃棄してください。

クククロロロスススチチチュュューーーブブブををを取取取りりり外外外すすす
1. 走行用後部マニホルドの下にオイル回収容器

を置く。

2. 後走行マニホルドのフィッティングから出ている
クロスチューブのチューブナットを取り外す図 2
または図 3。

3. クロスチューブのフィッティングから出ているフィル
タチューブのチューブナットを取り外して、クロス
チューブを取り外す図 2または図 3。

重重重要要要 リリリテテテーーーナナナチチチュュューーーブブブはははフフフィィィルルルタタタチチチュュューーーブブブとととデデデバババイイイ
ダダダチチチュュューーーブブブををを取取取りりりつつつけけけるるる (ペペペーーージジジ 8)ででで使使使用用用しししままますすす。。。

注注注外したクロスチューブは廃棄してください。

4. 走行用後部マニホルドのフィッティングに仮キャッ
プをかぶせる。
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チチチュュューーーブブブブブブラララケケケッッットトトとととクククララランンンプププををを取取取りりり外外外すすす
1. デバイダチューブをチューブブラケットに固定し

ているボルトとナットを外してクランプを取り外す
図 3または図 2。

2. チューブブラケットをシャーシブラケットに固定し
ているボルト2本とナット2個を取り外す図 3ま
たは図 2。

注注注 チューブブラケット、クランプ、金具は廃棄
してください。

デデデバババイイイダダダチチチュュューーーブブブををを取取取りりり外外外すすす
1. デバイダチューブのフィッティングから後走行

チューブ用のチューブナットを取り外す。

2. 左前走行モータのT字フィッティングデバイダ
チューブのチューブナットを取り外して、機体から
チューブを取り外す図 2または図 3。

注注注 デバイダチューブは廃棄してください。

3. 4WD スイッチを取り付ける場合には、このまま
作業を続ける。4WD スイッチを取り付けない場
合には、ステップ 4油圧機器を取り付ける (ペー
ジ 6)へ飛ぶ。

タタタンンンクククホホホーーースススををを外外外すすす

重重重要要要 こここののの作作作業業業ははは、、、4WD スススイイイッッッチチチををを取取取りりり付付付けけけるるる場場場合合合ににに
必必必要要要ななな作作作業業業ででですすす。。。

1. タンクホースの前方のストレート端部に合わせて
オイル回収容器を置く。

2. タンクホースの前側端部を油圧オイルタンクの
フィッティングから外し、タンクのフィッティングに
キャップをはめ、ホースから抜けてくる油圧オイ
ルを容器に回収する。

g205311

図図図 4
底面図

1. 油圧タンクのフィッティング 3. バルクヘッドフィッティング

2. タンクホース

3. タンクホースの後側の角度付き端部をバルクヘッ
ドのフィッティングから外し、タンクホースを取り
外す。

4. バルクヘッドのフィッティングに一時的にキャッ
プをはめておく。

注注注外したタンクホースは廃棄してください。

3
フフフロロローーーデデデバババイイイダダダマママニニニホホホルルルドドドアアアセセセ
ンンンブブブリリリにににコココイイイルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる

4WD スススイイイッッッチチチのののみみみ

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 プラグ

2 バルブ

2 コイル12V

2 コイルナット

手手手順順順

重重重要要要 マママニニニホホホルルルドドドはははスススイイイッッッチチチなななしししででで組組組みみみ立立立てててたたた状状状態態態ででで出出出
荷荷荷ささされれれててていいいままますすす。。。以以以下下下ののの作作作業業業ははは、、、4WD スススイイイッッッチチチををを取取取
りりり付付付けけけるるる場場場合合合ににに必必必要要要ななな作作作業業業ででですすす。。。
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1. マニホルドの CV1ポートとCV2ポートについてい
るバルブ2個を外す。

2. 図 5のように、フローデバイダマニホルドに必要
パーツを取り付ける。

g230515

図図図 5

1. コイルナット 4. 既存のオリフィス外した状
態

2. コイル12V 5. プラグ

3. バルブ 6. 新しいオリフィス

3. コイルナットを 6.8-9.5 N.m0.7-1.0 kg.m = 5-7
ft-lbにトルク締めする。

4. ロックナットを34 N·m (10.4 kg.m=25 ft-lbにトル
ク締めする。

5. 新しいオリフィスの上からプラグを取り付ける。

注注注 取り外したオリフィスとバルブは廃棄してか
まいません。

4
油油油圧圧圧機機機器器器ををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 フローデバイダマニホルド

1 高圧側ホース

1 マニホルドのチューブ

1 走行モータチューブ

1 デバイダチューブ

1 タンクホース

2 ボルト

2 フランジナット

フフフロロローーーデデデバババイイイダダダマママニニニホホホルルルドドドををを取取取りりり付付付けけけるるる
1. フローデバイダマニホルドの各ホースを、シャー

シブラケットの穴に合わせて取り付ける。

注注注 45º フィッティングが下向きで機体後部を向い
ていることを確認してください。

g205001

図図図 6
図は下から見た状態

1. 右前タイヤ 4. コイル4WD スイッチを取り
付ける場合のみ

2. フランジナット 5. フローデバイダマニホルド

3. シャーシブラケット 6. ボルト

2. シャーシブラケットにフローデバイダマニホルドを
固定するボルト2本とフランジナット2個を使用
する。ボルトを37-45 N·m3.7-4.6 kg.m = 27-33
ft-lbに締めつける。
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後後後走走走行行行チチチュュューーーブブブととと高高高圧圧圧側側側ホホホーーースススををを取取取
りりり付付付けけけるるる
1. 後走行チューブの前側のチューブナットを、フ

ローデバイダマニホルドのエルボフィッティングに
合わせて取り付ける図 7と図 8。

g205002

図図図 7

1. 走行モータチューブ 7. 油圧ポンプ
2. デバイダチューブ 8. 後走行チューブ
3. 油圧フィルタのチューブ 9. フローデバイダマニホルド

4. 走行用後部マニホルド 10. 走行モータ
5. クロスマニホルドチューブ 11. 前進
6. 高圧側ホース

2. 前進用チューブのナットをエルボに取り付け、
51-63 N·m5.1-6.5 kg/cm2 = 37-47 ft-lbにトルク
締めする。

g205014

図図図 8

1. フローデバイダマニホルド 4. 高圧側ホースポンプ側の
フィッティング

2. 高圧側ホースデバイダ側の
フィッティング

5. 油圧ポンプ

3. 後走行チューブ前側フィッ
ティング

6. 前進

3. 油圧ポンプの仮キャップを取り外す。

4. 高圧ホースのストレート端部の一方を油圧ポンプ
のフィッティングに取り付ける図 8。

5. フローデバイダマニホルドから仮キャップを取り
外す。

6. 高圧ホースのもう一方のストレート端部を、フロー
デバイダマニホルド側部にあるフィッティングに
取り付ける図 8。

7. ホースのフィッティングを 150-184 N·m15.2-18.8
kg.m = 110-136 ft-lbにトルク締めする。

クククロロロスススチチチュュューーーブブブををを取取取りりり付付付けけけるるる
1. 後走行マニホルドのフィッティングに取り付けて

あるキャップを外す。

2. クロスマニホルドチューブのチューブナットを、後
走行マニホルドのフィッティングとフローデバイダ
のマニホルドに合わせる図 9。
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g205016

図図図 9

1. 後走行マニホルド 4. フローデバイダマニホルド

2. クロスマニホルドチューブ
後走行マニホルドのフィッ
ティング

5. 前進

3. クロスマニホルドチューブ
デバイダのフィッティング

3. チューブのナットをフローデバイダマニホルドと後
走行マニホルドの各フィッティングに取り付け、
51-63 N·m5.1-6.5 kg/cm2 = 37-47 ft-lbにトルク
締めする。

フフフィィィルルルタタタチチチュュューーーブブブとととデデデバババイイイダダダチチチュュューーーブブブ
ををを取取取りりりつつつけけけるるる
1. クロスチューブを取り外す (ページ 4)で保管した
油圧フィルタチューブを用意する。油圧フィルタ
用のチューブナットを、クロスマニホルドのチュー
ブに図 10のように取り付ける。

g205017

図図図 10

1. デバイダチューブフローデ
バイダのフィッティング

5. デバイダチューブクロスマ
ニホルドチューブのフィッ
ティング

2. 油圧フィルタのチューブフィ
ルタベースのフィッティング

6. 油圧フィルタのチューブク
ロスマニホルドチューブの
フィッティング

3. フローデバイダマニホルド 7. 前進
4. クロスマニホルドチューブ

2. 油圧フィルタのチューブのナットをクロスマニホ
ルドのチューブのフィッティングに取り付け、
51-63 N·m5.1-6.5 kg/cm2 = 37-47 ft-lbにトルク
締めする。

3. デバイダチューブのチューブナットを、クロスマニ
ホルドチューブおよびフローデバイダマニホルドの
各フィッティングに合わせて取り付ける図 10。

4. デバイダチューブのナットをクロスマニホルドの
チューブとフローデバイダマニホルドの各フィッ
ティングに取り付け、37-63 N·m5.1-6.5 kg/cm2
= 27-47 ft-lbにトルク締めする。

走走走行行行モモモーーータタタチチチュュューーーブブブををを取取取りりり付付付けけけるるる
1. 走行モータチューブのナットを走行モータとフロー

デバイダマニホルドの各フィッティングに合わせて
取り付ける図 11。
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g205018

図図図 11

1. 走行モータ 4. 走行モータチューブフロー
デバイダのフィッティング

2. T字フィッティング 5. フローデバイダマニホルド

3. 走行モータチューブ走行
モータのフィッティング

6. 前進

2. 走行モータチューブのチューブナットを走行モー
タとフローデバイダマニホルドの各フィッティング
に取り付け、116-142 N·m11.7-14.5 kg/cm2 =
85-105 ft-lbにトルク締めする。

タタタンンンクククホホホーーースススををを取取取りりり付付付けけけるるる

重重重要要要 こここののの作作作業業業ははは、、、4WD スススイイイッッッチチチををを取取取りりり付付付けけけるるる場場場合合合ににに
必必必要要要ななな作作作業業業ででですすす。。。

1. バルクヘッドのフィッティングに嵌めてあったキャッ
プを外して、そこにタンクホースの角度付き端部
を接続する。

g205309

図図図 12
底面図

1. 油圧タンクのフィッティング 3. バルクヘッドフィッティング

2. タンクホース

注注注角度付き端部とホースは、機体右側に向けて
フレームと直角にして、コイルようのスペースを
確保してください。

2. 油圧オイルタンクに嵌めてあったキャップを外し
て、そこにタンクホースのストレート端部を接続
する。

3. タンクに取り付けた前側ストレート端部を、
50-64 N·m5.3-6.6 kg.m=37-47 ft-lbにトルク締
めする。

4. バルクヘッドに取り付けた角度付き端部を、
81-100 N·m8.3-10.2 kg.m=60-74 ft-lbにトルク
締めする。
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5
ヒヒヒュュューーーズズズををを取取取りりり付付付けけけるるる

4WD スススイイイッッッチチチのののみみみ

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ヒューズ10 A

1 ヒューズ用ステッカー

手手手順順順

重重重要要要 こここののの作作作業業業ははは、、、4WD スススイイイッッッチチチををを取取取りりり付付付けけけるるる場場場合合合ににに
必必必要要要ななな作作作業業業ででですすす。。。

1. ヒューズボックスの C4 スロットにヒューズを取
り付ける図 13。

注注注 すでに何かのヒューズが入っている場合に
は、そのヒューズを空いている補助スロットに移
動させてください。

g205019

図図図 13

1. C4 スロット 3. 補助スロット
2. ヒューズ

重重重要要要 どどどのののスススロロロッッットトトがががどどどののの補補補助助助電電電源源源ににに対対対応応応すすするるるかかか
ををを確確確認認認しししててておおおいいいてててくくくだだださささいいい。。。ヒヒヒュュューーーズズズのののななないいい回回回線線線
にににスススイイイッッッチチチををを接接接続続続しししてててもももスススイイイッッッチチチははは機機機能能能しししままませせせんんん。。。

2. デカルツールボックスカバーにあるヒューズマップ
に、対応ヒューズデカルを貼り付ける。

g206710

図図図 14
C4 スロットのヒューズ用デカル

1. C5 補助スロット 2. C4補助スロットとデカル

6
スススイイイッッッチチチ

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 トグルスイッチ

1 ワイヤハーネス

1 4WD 動作説明デカル

手手手順順順
1. センターコンソールに直径 13 mm の穴を開け

る穴あけ位置については図 15を参照。

重重重要要要穴穴穴ををを開開開けけけるるる時時時ににに、、、コココンンンソソソーーールルルののの内内内側側側にににあああるるる
部部部品品品ややや電電電気気気コココーーードドドををを傷傷傷つつつけけけななないいいよよようううににに十十十分分分注注注意意意
しししてててくくくだだださささいいい。。。
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g034547

図図図 15

1. 直径 13 mm 3. 25 mm
2. 13 mm穴の中心からハイ

ロー切り替えスイッチの右
端までの距離

2. 穴の上から 4WD機能説明デカルを貼り付ける
図 16。

g205310

図図図 16

3. スイッチ端子の位置、ワイヤハーネスのラベル、
ワイヤハーネスの色を確認する図 17。
スイッチ端子は、各スイッチの底部に印刷されて
いる番号で識別できる。

注注注 スイッチはスプリングによって後方に付勢され
ています図 18。その結果、通常状態において端
子 1 と 2の間が開になっています図 17。

g273505

図図図 17
取り付け済みのスイッチの向き

1. 端子 1後方 3. 端子 3前方
2. 端子 2中央

4. 以下の赤色線を固定するBYPASS ENGAGE
SWITCH 2 というラベルの線はオーバーライドス
イッチの中央端子 2に固定する図 17と図 18。

5. BYPASS ENGAGE SWITCH 1 というラベルの灰
色の線はオーバーライドスイッチの後部端子 1に
固定する図 17と図 18。

重重重要要要スススイイイッッッチチチののの配配配線線線ををを間間間違違違うううととと油油油圧圧圧シシシススステテテムムムををを破破破
損損損すすするるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。配配配線線線ががが正正正しししいいいここことととををを
必必必ずずず確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい 4輪輪輪駆駆駆動動動ののの試試試運運運転転転 (ペペペーーージジジ
16)ををを参参参照照照。。。

g273521

図図図 18

1. スプリングによって後方に
付勢されている

5. 前端子

2. トグルスイッチ 6. 中央端子
3. 灰色線 7. 後端子
4. 赤線

6. ワイヤハーネスとスイッチ部分、センターコンソー
ルの後部に導く図 19。
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g035968

図図図 19

1. トグルスイッチ 2. センターコンソールの後部

7. スイッチとワイヤハーネスとを、センターコンソー
ルに通し、穴から引き上げる図 20。

g035969

図図図 20

1. センターコンソールの後部 2. トグルスイッチ

8. コンソールの下から、13 mmの穴にスイッチを取
り付ける六角ロックナットとワッシャの正しい向き
については図 21を参照。

注注注 スイッチは、スプリングの力が掛かっている側
が後方を向くように取り付けてください。

スイッチに入っているタブ付きのワッシャは廃棄
してください。

g274109

図図図 21

1. 六角ロックナット 3. 六角ロックナット
2. ワッシャ15/32" 4. トグルスイッチ

7
ワワワイイイヤヤヤハハハーーーネネネスススををを機機機体体体ににに接接接続続続
すすするるる

4WD スススイイイッッッチチチのののみみみ

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ワイヤハーネス

1 リレー

1 タップねじ

手手手順順順

重重重要要要 こここののの作作作業業業ははは、、、4WD スススイイイッッッチチチををを取取取りりり付付付けけけるるる場場場合合合ににに
必必必要要要ななな作作作業業業ででですすす。。。

1. 既存のワイヤハーネスに沿って、ワイヤハーネ
スを配設し、運転席の後ろのフレーム開口部ま
で導く図 22。
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g205030

図図図 22
ツールボックスのふたは図示していない

1. 右側ツールボックスの入り
口

4. 既存のワイヤハーネス

2. フレームの開口部 5. 右側コンソールの後部
3. 新しいワイヤハーネス

2. コンソール内部の新しいワイヤハーネスを、既存
のハーネスに固定する。

3. 右側ツールボックスに、端子プラグとアイレット接
続部を引き込む図 23。

g205036

図図図 23

1. 右側ツールボックスの入り
口

3. 右側コンソールの後部

2. 新しいワイヤハーネス

4. 図 24のように、ワイヤハーネス端子を、ヒューズ
ボックスから出ている補助電源線に接続する。

重重重要要要選選選んんんだだだ補補補助助助電電電源源源線線線ががが、、、まままちちちがががいいいなななくくく新新新しししくくく
付付付けけけたたたヒヒヒュュューーーズズズののの回回回路路路にににつつつななながががっっっててていいいるるるここことととををを確確確

認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。スススロロロッッットトトととと電電電線線線とととががが正正正しししくくく対対対応応応しししててて
いいいるるるここことととををを、、、マママルルルチチチメメメーーータタタででで確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。

g205031

図図図 24

1. 補助スロット 3. 新しいワイヤハーネスの端
子

2. 補助電源線

5. アイレット接続部を、図 25のようにアース端子に
取り付ける。

g205032

図図図 25

6. 座席のラッチを外すマシンのオペレーターズマ
ニュアル を参照。

7. キットに付属しているタッピングねじを使って、リ
レーをリレーマウントに図 26のように取り付ける。
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g205033

図図図 26

1. 座席台の底部 2. リレー

8. リレーコネクタを図 27のようにリレーに押し込む。

g205034

図図図 27

1. リレー 3. 下方のフローデバイダマニ
ホルドへ続くワイヤハーネ
ス

2. リレー用コネクタ

9. リレーに直接取り付けられずに残っている線2
本を、既存のワイヤハーネスに沿ってフレームの
下を通って、3ウェイマニホルドの真上まで配設
する図 28。

g205054

図図図 28

1. 下方のフローデバイダマニ
ホルドへ続くワイヤハーネ
ス

3. 3ウェイマニホルドまで来た
ワイヤハーネス

2. フレームに沿って配設した
ワイヤハーネス

4. 3ウェイマニホルドの位置下
フレームの下

10. 3ウェイマニホルドからコイルを取り外す図 29。

g205037

図図図 29
下から見た図

1. 既存のワイヤハーネスか
らのコイル

3. 3ウェイマニホルド

2. 3ウェイマニホルドの接続部 4. 機体前方

11. いま外したプラグを、新しいワイヤハーネス空い
ているソケットに接続する図 30。
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g205039

図図図 30
下から見た図

1. 空いているソケット 2. 既存のプラグ

12. 新しいワイヤハーネスの角度付きプラグを3ウェイ
マニホルドのコイルに接続する図 31。

g205040

図図図 31
底面図

1. 角度付きプラグ 3. 3ウェイマニホルド
2. 3ウェイマニホルドのコイル

13. 残っているハーネスを、下フレームに沿って配設
し、右前タイヤのすぐ内側にあるフローデバイダ
のコイルに接続する図 28と図 32。

g205041

図図図 32
下から見た図

1. 機体右側 2. 機体前方

8
取取取りりり付付付けけけををを完完完了了了すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

取取取りりり付付付けけけををを終終終了了了すすするるる4WDスススイイイッッッチチチのののみみみ
1. バッテリーのプラス端子にプラスケーブルを取り付

ける各車両のオペレーターズマニュアルを参照。

警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続手手手順順順ががが不不不適適適切切切ででであああ
るるるとととケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生
すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここししし
人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり外外外すすす時時時ははは、、、必必必ずずずマママイイイナナナススス
黒黒黒ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり外外外すすす。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる時時時ははは、、、必必必ずずずプププラララススス
赤赤赤ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり付付付けけけ、、、そそそれれれかかからららマママイイイ
ナナナススス黒黒黒ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる。。。

2. バッテリーのマイナス端子にマイナスケーブルを
取り付ける各車両のオペレーターズマニュアルを
参照。

3. 右側ツールボックスのカバーを閉じて、右側コン
ソールカバーを取り付ける図 1。
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オオオイイイルルル漏漏漏れれれがががななないいいかかか点点点検検検すすするるる

警警警告告告
高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出すすするるる作作作動動動油油油ははは皮皮皮膚膚膚ををを貫貫貫通通通ししし、、、身身身体体体ににに
重重重大大大ななな損損損傷傷傷ををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

• 油油油圧圧圧ををを掛掛掛けけけるるる前前前ににに、、、油油油圧圧圧ララライイインンンやややホホホーーースススににに傷傷傷
ややや変変変形形形がががななないいいかかか接接接続続続部部部ががが確確確実実実ににに締締締まままっっっててていいいるるる
かかかををを確確確認認認すすするるる。。。

• 油油油圧圧圧のののピピピンンンホホホーーールルルリリリーーークククやややノノノズズズルルルかかからららははは作作作動動動油油油
ががが高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出しししててていいいるるるのののででで、、、絶絶絶対対対ににに手手手なななどどどををを
近近近づづづけけけななないいい。。。

• リリリーーークククののの点点点検検検にににははは新新新聞聞聞紙紙紙やややボボボーーールルル紙紙紙ををを使使使ううう。。。

• 油油油圧圧圧関関関係係係ののの整整整備備備ををを行行行ううう時時時ははは、、、内内内部部部ののの圧圧圧力力力ををを確確確
実実実ににに解解解放放放すすするるる。。。

• 万万万一一一、、、油油油圧圧圧オオオイイイルルルががが体体体内内内ににに入入入っっったたたららら、、、直直直ちちちににに
専専専門門門医医医ののの治治治療療療ををを受受受けけけるるる。。。

1. 全部のフィッティングと油圧接続部を点検し、締
め付けを行う。

2. 油圧ポンプについているバイパスバルブが通常
運転位置にセットされていることを確認するオー
ナーズマニュアルのマシンを牽引して移動する場
合の手順を参照のこと。

3. 油圧オイルの量を点検し、必要に応じて補給す
るマシンのオペレーターズマニュアルを参照。

4. エンジンを始動し、油圧系の操作をして系内の圧
力を高める。

5. エンジンを停止し、油圧チューブ、油圧ホース、
およびフィッティングにオイル漏れがないか調べ
る。

注注注 リーク部は運転前にすべて修理すること。

重重重要要要以以以上上上ででで取取取りりり付付付けけけははは完完完了了了ででであああるるる。。。

4輪輪輪駆駆駆動動動ののの試試試運運運転転転
1. キーを差し込んで ON位置にし、駐車ブレーキ

を解除する。

2. 前進走行にして、4WD スイッチの前側を押す。

注注注 ソレノイドがシフトする音が聞こえれば問題な
し。聞こえない場合は、ハーネスの接続とヒュー
ズを確認する。

3. スイッチ前部を押したままで小さな旋回を行って
みる。

注注注 4WD 走行特有の旋回が感じられれば問題
なし。感じられない場合は、ハーネスの接続と
ヒューズを確認する。

運運運転転転操操操作作作

運運運転転転のののヒヒヒンンントトト
フローデバイダキットは、油圧オイルの流れを前後の
車輪に均等に分配するものです。これには、前輪・後
輪がともに空転して走行力を失いそうになることが必
要になります。

以下の情報を参考にして、フローデバイダの機能を十
分に発揮させてください。

• フローデバイダキットは低速レンジのみで使用する
ものです。高速レンジでは使用できませんからご
注意ください。

• 前後のタイヤが共に空転する場合には、ブレーキ
を使用すると良いでしょう。空転している側のブレー
キを軽く踏み込んでやると、まだ走行力を発揮して
いる方のタイヤのトルクが増加します。

このフローデバイダキットは、油圧オイルの流れを前
後の車輪に均等に分配するものです。これには、前
輪・後輪がともに空転して走行力を失いそうになること
が必要になります。

注注注 フローデバイダが動作中は走行力が高くなり、特に
旋回中の車輪の動きが強くなります。具体的にどのよう
に運転感覚が変わるかを理解するために、ターフを傷
つけないように注意しながら操作を練習してください。

取り付け方法が 2つありますが、それぞれ動作が少し
異なります

• 自動フローデバイダオプションマシンが前進中は常
時フローデバイダが動作します。電気系統やスイッ
チの動作はありません。

• 手動操作フローデバイダオプション運転席にスイッ
チが付きます。デバイダが OFFの時は、デバイ
ダなしのマシンと全く同じ動作になります。必要な
時にデバイダのスイッチを入れると、前進走行時
の油圧フローが前後の車輪モータに均等に配分
されるようになります。

注注注手動操作フローデバイダオプションは、マシンが低
速レンジの時のみ有効となります。

したがって、フローデバイダを使うためにはマシンの速
度レンジ切り替えスイッチを低速レンジにセットしてお
く必要があります。
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組組組込込込宣宣宣言言言書書書

The Toro Company, 8111 Lyndale Ave. South, Bloomington, MN, USAは、以下に挙げるユニットが、以下に列
挙する指令に適合していることをここに宣言しますただし、各ユニットに付属する説明書にしたがって、「適合宣誓
書」に記述されている所定のトロ社製品に取り付けることを条件とします。

モモモデデデルルル番番番号号号 シシシリリリアアアルルル番番番号号号 製製製品品品ののの説説説明明明 請請請求求求書書書ののの内内内容容容 概概概要要要 指指指示示示

31527 — フローデバイダキット
FLOW DIVIDER

KIT-GM45/4700 (YANMAR) フローデバイダキット
2006/42/EC,
2014/30/EU

2006/42/EC別紙VIIパートBの規定に従って関連技術文書が作成されています。

本製品は、半完成品状態の製品であり、国の規制当局の要求があった場合には、弊社より関連情報を送付い
たします。ただし、送付方法は電子的通信手段によるものとします。

この製品は、製品に付随する「規格適合証明書」に記載されている承認済みのトロ社製品に取り付けることに
よって、関連する諸規制に適合するものであり、そのような状態でなければ使用することができません。

確認済み 権限を有する代表者

Marcel Dutrieux
Manager European Product Integrity
Toro Europe NV
Nijverheidsstraat 5
2260 Oevel
Belgium

Tom Langworthy
エンジニアリング担当取締役
8111 Lyndale Ave. South
Bloomington, MN 55420, USA
10月 11, 2022

 



UK Declaration of Incorporation
The Toro Company, 8111 Lyndale Ave. South, Bloomington, MN, USAは、以下に挙げるユニットが、以下に列
挙する指令に適合していることをここに宣言しますただし、各ユニットに付属する説明書にしたがって、「適合宣誓
書」に記述されている所定のトロ社製品に取り付けることを条件とします。

モモモデデデルルル番番番号号号 シシシリリリアアアルルル番番番号号号 製製製品品品ののの説説説明明明 請請請求求求書書書ののの内内内容容容 概概概要要要 指指指示示示

31527 — フローデバイダキット
FLOW DIVIDER

KIT-GM45/4700 (YANMAR) フローデバイダキット
S.I. 2008 No.1597
(機械の安全性、S.I.
2016 No.1091 (EMC)

S.I. 2008 No.1597のSchedule 10に基づいて、関連する技術文書が作成されています。

本製品は、半完成品状態の製品であり、国の規制当局の要求があった場合には、弊社より関連情報を送付い
たします。ただし、送付方法は電子的通信手段によるものとします。

この製品は、製品に付随する「規格適合証明書」に記載されている承認済みのトロ社製品に取り付けることに
よって、関連する諸規制に適合するものであり、そのような状態でなければ使用することができません。

This declaration has been issued under the sole responsibility of the manufacturer.
The object of the declaration is in conformity with relevant UK legislation.

権限を有する代表者

Marcel Dutrieux
Manager European Product Integrity
Toro U.K. Limited
Spellbrook Lane West
Bishop's Stortford
CM23 4BU
United Kingdom

Tom Langworthy
エンジニアリング担当取締役
8111 Lyndale Ave. South
Bloomington, MN 55420, USA
10月 11, 2022

 




